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論文の内容の要旨
(毘的)
本論文は、美術館来館者が現代美術に親しむために果たすべきキュレーター(学芸員)の役割とその影響
力について、芸術支援学(鑑賞支援論)の観点から解明することを目的としている。こうした問題意識の背
景には、 1960年代以降の美術界におけるミニマル・アートやコンセプチュアル・アート(概念芸術)の登
場と進展があり、現代美術の難解化が美術館来館者の作品鑑賞を昭難なものにしてきたという歴史的背景が
ある。そうした中で、美術館における教育普及部門の役訴はますます重要視されるようになり、その専門職
であるエデユケーターの機能が世界的に強化されるようになった。また、美術館はマネージメントの観点か
ら入館者数増大の目標を与えられ、多様な観客層の開発という圧力を受けるようになった。美術館にとって
は、来館者を満足させる良質な体験の提供が課題となった。
こうした状況の中、キュレーターには、エデユケーターとは別の立場で、美術館来館者に対して現代美術
理解促進の働きかけをすることが求められている。しかしながら、まだキュレーターが、展覧会の企画運営
等の美術館活動(キュレーション)において、このような問題意識を十分に認識していないのではないかと
いう観点から、著者は、本論文において、キュレーターによる入館者鑑賞体験のキュレーション (CURATING
EXPERIENCES)の重要性について検証を試みている。一般にキュレーションとは、作家や作品を相手に行
う展覧会企画運営を指す。だが、この「鑑賞体験のキュレーション (CURATINGEXPERIENCES) Jとは、キュ
レーターが、入館者を対象とし、彼らの現代美術鑑賞体験を促進するという意味を持つものである。
(対象と方法)
研究対象は、東京都現代美術館(江東亙)において 2008-09年に開催された「ネオトロピカリアーブラ
ジルの創造力J(観客参加型インスタレーションの展覧会)ならびに 2∞9年にイエルバブエナ芸術センター
(米国サンフランシスコ)で開催されたその巡回展である。著者は、この2館の双方においてインターンシッ
プという立場でこの展覧会のキュレーションに関わりながら、キュレータ一、作家、作品について参与観察
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を行った。この展覧会は、 1960年代から現在までのブラジル現代美術の主要動向を紹介するものである。
(考察と結論)
本論文は全9章からなる。第 1.章は序であり、現代美術と一般市民とのゴ1E離を問題とし、第2章では美術
館来館者について述べ、第 3章では現代美術展の企画運営、第4章では現代美術館における観客の体験とキュ
レーターとの関係についてそれぞれ先行研究を踏まえながら考察している。それ以降が事例研究であり、第
5章では研究の方法論、第6章では展覧会「ネオトロピカリアーブラジルの創造力Jについて述べ、第7章
では同展の東京とサンフランシスコでのキュレーションの違いについて述べ、第8章においてイエルバブエ
ナ芸術センターにあるコミュニティー・エンゲージメント部門の役割について考察し、その部門におけるキュ
レーターの活動が来館者の鑑賞体験を豊かなものにしていることを確認している。以上の考察をもとに第 9
章において鑑賞体験のキュレーションの重要性について述べ、現代美術の理解を促すためには、展覧会の企
画者であるキュレーターの目が来館者に向けられることが重要であると述べ、全体の結論としている。
審査の結果の要旨
美術館のキュレーターが、展覧会の企画運営において、作家や作品に注意を払うあまり、来館者の存在を
忘れがちであるという著者の指摘は、美術館活動の改善や来館者への鑑賞支援という観点から考えて傾聴に
値する。著者は、このような問題意識を抱きながら、東京都現代美術館、イエルバブエナ芸術センタ一、(そ
の他に毘立新美術館とサンパウロ・ビエンナーレ財団)においてインターンシップをしながら、キュレーショ
ンの内実をつぶさに実見し、それぞれの組織のキュレーターたちへのインタビューを行った。そのような参
与観察に基づく本論文の論旨は説得力を持つ。また、著者は、イエルバブエナ芸術センターにあるコミュニ
ティー・エンゲージメント部門の役割を従来の教育普及部門と比較し、市民(来館者)の現代美術館理解を
促進する新しいシステムづくりがここで始められていると述べている。これは、著者による新知克であり、
芸術支援学の新たな研究領域を切り開くものとして評価しうる。今後は、美持活官キュレーターについての研
究のみならず、来館者についての研究もさらに深めることにより、キュレーションの改善に一層の成果が上
がるものと思われる。批評のまとめとして、来館者の鑑賞体験をキュレートするという著者の視点に本論文
の独創性があると指摘しておく。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有する
ものと認める。
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